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1.アクションプランの目的  
 2016 年 3 月に策定した岐阜市生物多様性プラン（以下「生物多様性プラン」という。）では、生物

多様性について、本市が、目指すべき将来の姿を「多様な生きものと“あたりまえ”に暮らすまち」

とし、3つの基本方針を掲げ、多様な取り組みを推進することとしています。 

そして、この「生物多様性プラン」では、この取り組みの進ちょく状況を管理するため、およそ 3

年ごとの数値目標を設定したアクションプランを作成することとしています。 

 

 

 
 

 

2.アクションプランの対象期間  

アクションプランの対象期間は、3 年ごととし、「生物多様性プラン」の計画期間内に 3 回に亘っ

てプランを策定します。 

 
 

  

表 1 アクションプランの期間 

図 1 岐阜市生物多様性プランと第 2 期アクションプランの施策体系 
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3.第 3 期アクションプランの構成 

 

(1)改定の考え方 

 第 2 期アクションプランの進捗結果を踏まえ、達成度が高い取り組みは、拡大又は継続とし、達成

度が低い取り組みは、継続又は改善とするなど、アクションプランの見直しを行います。 

 

 

  

 

 

（2）改定の方針 

生物多様性プランに掲げる 3 つの基本方針の実現のため、第 1 期アクションプランでは「土台

づくり」を、また、第 2 期アクションプランでは「つながりの拡充・整備」を主な視点として、

取り組みを進めてきました。 
 

指標 
目標 

（2022 年度） 

進捗状況の実績 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 

A1 環境教育を 15 回以上実施します 15 回以上 15 回 26 回 38 回 

A1 生物多様性の認知度の向上を図ります 50%以上 51% 58% 53% 

B1 市民との協働による活動を 60 回以上 

実施します 
60 回以上 88 回 80 回 100 回 

B2 行政、有識者との連携の機会を 60 回以上 

実施します 
60 回以上 97 回 107 回 66 回 

C1「岐阜市の自然情報調査」を実施します 
同自然情報調査の 

結果取りまとめ 
同調査 

を実施 

同調査 

を完了 

結果とり

まとめ 

C1 レッドリスト等のあり方を検討します 

レッドリスト等の 

あり方を決定 

（2021 年度までの目標） 

同リスト

のあり方

を検討 

同リスト

のあり方

を決定 

レッドリ

スト等の

選定 

D1 産業と生物多様性の関連についての 

周知・啓発の機会を 1 回以上実施します 
1 回以上実施 0 回 6 回 5 回 

表 3 第 2 期アクションプランの進捗状況 

第2期アクションプランの個別目標 評価（達成度） 改定方針の考え方

A1　環境教育の推進及び生物多様性の認知度の向上 順調 拡大

B1　市民による保全と再生の推進 順調 拡大

B2　行政、有識者等との連携 順調 継続

C1　「岐阜市の自然情報調査」の実施及びレッドリスト等の在り方を検討 順調 拡大

D1　理解・促進方法の検討 順調 継続

表 2 第 2 期アクションプランの評価と策定方針の考え方 
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今後は、これまで構築してきた、これらのつながりなどを基に、保全活動に協働して取り組ん

でいく人材の確保や育成が必要であることから、第 3 期アクションプランでは、主な視点を「担

い手づくり」とします。 
この「担い手づくり」を推進することにより、市民が主体となって行動し、豊かな自然環境を

次世代に繋いでいくことが可能となります。 
そして、第 3期アクションプランでは、この「担い手づくり」の観点から、重点目標や個別目

標、またロードマップ指標を改めることとします。 
 

（3）アクションプランの目標 

   

 

 

 

 

 

(4)アクションプランの構成 

第 3 期アクションプランでは、4つの重点目標とともに、重点目標を達成するために必要な 
5 つの個別目標、そして、進捗状況を管理するロードマップ指標を設定します。 

 

 

 

 

図 2 第 3 期アクションプラン（2023～2025）の構成 
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■第 3 期アクションプランの重点目標の内容 

A 市民・行政内への周知・啓発・参加促進 

環境保全活動、環境教育、シンポジウムなどを実施し、市民や行政内部における、生物

多様性への理解の向上と、保全活動への参加を促進します。 
 

B 生物多様性を保全するネットワークの拡大と担い手づくり 

 市民・行政・有識者の連携ネットワークを拡大し、保全活動への担い手づくりを行うこ

とで、生物多様性の保全と再生の推進を図ります。 
 

C レッドリスト等の活用と生物多様性の現状把握 

2022 年度に改訂したレッドデータブック等を環境学習などに活用するとともに、自然

環境を把握するための調査を継続して実施します。 
 ※絶滅の恐れのある野生生物の種のリストを「レッドリスト」、またレッドリストに基づきその形態・分

布・生息状況・保対策等を取りまとめて編纂した書物を「レッドデータブック」としています。 

 

D 産業と生物多様性の関連についての周知・啓発 

 生物多様性がもたらす恵みによって、各種の産業が支えられていることを、幅広く 
周知・啓発します。 

 
4.第 3 期アクションプランの指標と目標 

指標 
目標 

（2025 年度） 

進捗状況の実績 

2023 年度 2024 年度 2025 年度 

A1 環境教育を 25 回以上実施します（回/年） 25 回以上 38 回 45 回 
 

A1 自然を守る取り組みを実施している人を

増やします(%) 
増加 32% 34% 

 

B1 保全活動に関する広報を 8 回以上実施 

します（回/年） 
8 回以上 14 回 48 回 

 

B1 保全活動に参加する人を増やします 増加 652 人 703 人 
 

B2 行政、有識者との連携の機会を 60 回以上

実施します（回/年） 
60 回以上 66 回 72 回 

 

C1 レッドデータブック等を活用した環境教

育を実施します 

レッドデータブック等を活用

した環境教育を実施 
6 回 10 回 

 

C1 自然環境に関する調査を実施します 実施 実施 実施  

D1 産業と生物多様性の関連についての 

周知・啓発の機会を 5 回以上実施します

（回/年） 

5 回以上実施 3 回 5 回  
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5.アクションプランの管理方法 

生物多様性プランでは、毎年、アクションプランの進捗状況を点検し、評価結果を公表することと

しています。 
点検・評価は、岐阜市自然環境保全推進委員会で行い、本市は、その点検・評価結果を「アクショ

ンプラン年次報告書」にて公表します。 
また、点検・評価結果を踏まえ、必要に応じてアクションプランの見直しを行います。 
 
 
 

図 3 アクションプランの管理体制 
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6.アクションプラン総括表 

 (1)個別目標 

進捗状況：順調◎、ほぼ順調〇、やや遅延△、遅延× 

 

(2)全体評価 

  ※岐阜市自然環境保全推進委員会の意見を記載する 

 

 

  

重点目標と個別目標 
個票 

ページ 

進捗状況 

2023 年度 2024 年度 2025 年度 

A 市民、行政内への周知・啓発、参加促進 

A1 環境教育の推進及び生物多様性の 

認知度の向上と参加促進 
7 ○ ○  

B 生物多様性を保全するネットワークの拡大と担い手づくり 

B1 市民による保全と再生の推進 8 ○ ◎  

B2 行政、有識者等との連携 9 ◎ ◎  

C レッドリスト等の活用と生物多様性の現状把握 

C1 レッドデータブック等の活用と 

自然環境に関する調査の実施 
  10 ◎ ◎ 

 

D 産業と生物多様性の関連についての周知・啓発 

D1 理解・促進方法の検討 11 △ ◎  

 意見 進捗状況 

2023 年度 

2023 年度は概ね目標を達成できています。ただし、担い手づくり

という目標に繋がっていない点から、今後担い手づくりの実現に向

けて、市民、行政内への周知、ネットワークの拡充、レッドデータ

ブック・ブルーデータブック等の活用、産業と生物多様性の関連に

ついての啓発をさらに進めてください。 

〇 

2024 年度 

2024 年度の目標値は概ね達成できています。保全活動の周知等の促

進も 2023 年度より改善が図られ、重点目標である「担い手づくり」に

ついても現状、促進できていると考えます。今後も、保全活動の周知、

推進に取り組み、保全活動に取り組む担い手づくりを進めてください。 

〇 

2025 年度 
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7.個別目標 

(1)個別目標個票 A1 

 

ロードマップ 

※1 環境教育の算出方法：岐阜市役所環境保全課が行う環境教育の合計 

※2 自然を守る取り組みを実施する人の算出方法： 年 2 回行う、市政モニター及びぎふメディアコスモス来館者 

へのアンケート調査 

 

取り組みの効果 

・前年度に比べ、小中学校等での出前講座の回数が 10 回増加し、参加者が約 300 人増加しまし

た。 

・前年度に比べ、こどもエコクラブの発足式、交流会への参加者が約 40人増加しました。 

・生物多様性シンポジウム後のアンケートにおいて、生物多様性について「よくわかっている」

「少しわかっている」と回答した人が、全 2 回の合計で 77人中 76 人でした。 

基本方針 生物多様性への理解を進めます 

取り組み 理解を進めるための取り組み 

重点目標 A 市民、行政内への周知・啓発、参加促進 

個別目標 A1 環境教育の推進及び生物多様性の認知度の向上と参加促進 

取り組み内容(市が主体または協働により行ったもの) 

指標に係る取り組み 

・生物多様性シンポジウム、こどもエコクラブ、アースレンジャー自然体験塾、小中学校等で

の出前講座、水生生物調査等の環境教育関連事業等を計 45回実施し、延べ 2,424 人参加しま

した。 

 

その他の取り組み 

・小中学校の総合の時間を活用した市民団体との協働による環境教育を24回実施し、延べ1,730

人参加しました。 

・市民団体の開催する環境教育活動の周知・支援を 1 回実施しました。 

・各種団体が開催する生物多様性に係るイベントに計 2 回参加しました。 

指標 2023 2024 2025 

環境教育を 25回以上/

年、実施します※1 

基準値（2021 年度） 

25 回 

目標値 25 回以上/年実施 25 回以上/年実施 25 回以上/年実施 

実績値 38 回 45 回  

自然を守る取り組みを実

施する人を増やします※2 

基準値（2022 年度） 

37％ 

目標値 増加 増加 増加 

実績値 32% 34%  
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(2)個別目標個票 B1 

 

ロードマップ 

※3 自然環境保全活動団体の会員数 

 

取り組みの効果 

・シンポジウムでの広報を通じて保全活動に興味を持った高校生が、年間を通して達目洞、大

洞の活動に参加した事例がありました。 

・達目洞の保全活動について広報ぎふに掲載したところ、参加意向の問い合わせがありました。 

・前年度に比べ、自然環境保全活動団体が 1 団体増えて、会員数が約 50人増加しました。 

  

基本方針 生物多様性の保全と再生に取り組みます 

取り組み 保全・再生などについての取り組み 

重点目標 B 生物多様性を保全するネットワークの拡大と担い手づくり 

個別目標 B1 市民による保全と再生の推進 

取り組み内容(市が主体または協働により行ったもの) 

指標に係る取り組み 

・ぎふネイチャーネット等を活用し、保全活動に関する広報を 48回実施しました。 

 

その他の取り組み 

・自然ふれあい活動支援事業を実施し、環境保全活動を行いました。 

・達目洞の保全活動、大洞や三輪地区の里山の整備など、市民団体と協働した環境保全活動や

協議を行いました。 

・カタクリ、ヤマトサンショウウオなどの希少な動植物が生息するエリアの保全活動を行いま

した。 

・金華山周辺で行われる保全活動に参加しました。 

 

指標 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

保全活動に関する広報を 

8 回以上/年実施します 

目標値 
8 回以上/年 

実施 

8 回以上/年 

実施 

8 回以上/年 

実施 

実績値 14 回 48 回  

保全活動に参加する人を 

増やします※3 

基準値（2022 年度） 

652 人 

目標値 － － 増加 

実績値 652 人 703 人  
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(3)個別目標個票 B2 

 

ロードマップ 

 
 

取り組みの効果 

・希少な動植物の保全について有識者と協議し、ヒメコウホネ、ヤマトサンショウウオ、アズ

マヒキガエル、ニホンアカガエル、カタクリ等の保全に取り組みました。 

・自然情報継続調査の方法等について各分類の調査部会長と協議し、調査を実施しました。 

・木曽三川流域生態系ネットワーク推進協議会、ベストリバー会議等に参加し、国、岐阜県等

と連携の機会を設けました。 

 

 

 
  

基本方針 生物多様性の保全と再生に取り組みます 

取り組み 保全・再生などについての取り組み 

重点目標 B 生物多様性を保全するネットワークの拡大と担い手づくり 

個別目標 B2 行政、有識者等との連携 

取り組み内容(市が主体または協働により行ったもの) 

指標に係る取り組み 

・行政と有識者等が生物多様性保全に係る協議、情報提供等を 51回行い、協力関係の構築等を

図りました。 

・伊自良川、石田川等、県等の実施する環境影響調査事業等への参加・協力を 9 回行いました。 

・金華山保存活用推進会議や、各種協議会等への参加を 12回行いました。 

 

その他の取り組み 

・条例指定種のモニタリング調査を行いました。 

 

指標 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

行政、有識者との連

携の機会を 60 回以

上/年実施します 

目標値 
60 回以上/年 

実施 

60 回以上/年 

実施 

60 回以上/年 

実施 

実績値 66 回 72 回  
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(4)個別目標個票 C1 

 

ロードマップ 

 
取り組みの効果 

・前年度に比べ、小中学校等でレッドデータブック等を活用した環境教育の回数が 4 回増加し、

参加者が約 150 人増加しました。 

・自然情報継続調査により、岐阜市レッドリスト 2023 掲載種を 71 種、岐阜市ブルーリスト 2023

掲載種を 81 種、新規確認種を 10種確認しました。 

 

 

  

基本方針 生物多様性の保全と再生に取り組みます 

取り組み 保全・再生などについての取り組み 

重点目標 C レッドリスト等の活用と生物多様性の現状把握 

個別目標 C1 レッドデータブック等の活用と自然環境に関する調査の実施 

取り組み内容（市が主体で行ったもの） 

指標に係る取り組み 

・岐阜市の自然情報継続調査を実施しました。 

・レッドデータブック等を活用した環境教育を、幼稚園、小中学校等で計 10 回実施し、延べ 557

人参加しました。 

 

その他の取り組み 

・条例指定種の調査、保全を行いました。 

・外来生物（セアカゴケグモ、ヒアリ等）対応を行いました。 

 

指標 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

レッドデータブック

等を活用した環境教

育を実施します 

目標値 

レッドデータブッ

ク等を活用した 

環境教育を検討 

レッドデータブッ

ク等を活用した 

環境教育を実施 

レッドデータブッ

ク等を活用した 

環境教育を実施 

実績値 

レッドデータブッ

ク等を活用した環

境教育を 6 回実施 

レッドデータブッ

ク等を活用した環

境教育を 10 回実

施 

 

自然環境に関する調

査を実施します 

目標値 実施 実施 実施 

実績値 実施 実施  
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(5)個別目標個票 D1 

 

ロードマップ 

 
取り組みの効果 

・アースレンジャー自然体験塾に 31 人の親子が参加し、みつばちに関する生物多様性の恵みにつ

いて、学びました。 

・小中学校、短期大学、一般と幅広い年代に対して、生物多様性の恵みに関連した環境教育を実施

しました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

基本方針 生物多様性の恵みを活用します 

取り組み 活用などについての取り組み 

重点目標 D 産業と生物多様性の関連についての周知・啓発 

個別目標 D1 理解・促進方法の検討 

取り組み内容（市が主体で行ったもの） 

指標に係る取り組み 

・アースレンジャー自然体験塾や環境教育の中で、産業と生物多様性の関連についての講座を 5回

実施しました。 

 

指標 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

産業と生物多様性の関連

についての周知・啓発の機

会を 5 回以上/年実施しま

す 

目標値 
5 回以上/年 

実施 

5 回以上/年 

実施 

5 回以上/年 

実施 

実績値 3 回 5 回  


